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広報によど川 3 月号 （ 2

早
春
の
別
枝
を
彩
る
ま
つ
り

土
佐
の
三
大
祭
り
の
一
つ
、
秋
葉

神
社
大
祭
が
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、、
勇
壮

な
ま
つ
り
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

「
秋
葉
さ
ん
が
終
わ
る
ま
で
は
、

仕
事
も
手
に
つ
か
ん
。
こ
れ
が
終
わ

っ
た
ら
畑
仕
事
も
始
ま
る
し
、
普
段

の
生
活
に
戻
る
ね
え
」
と
地
元
の
方

が
話
す
よ
う
に
、
新
年
を
迎
え
る
と
、

な
ら
し
（
練
習
）
や
準
備
が
本
格
的

に
始
ま
り
、
い
つ
も
は
静
か
な
山
里

は
ま
つ
り
一
色
で
、
一
年
中
で
一
番

活
気
づ
く
時
期
と
な
り
ま
す
。

二
百
年
以
上
続
く
伝
統
の
行
事
は
、

地
区
の
人
た
ち
の
絆
を
深
め
る
大
事

な
行
事
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

由
来秋

葉
神
社
の
あ
る
別
枝
に
は
、
壇

ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
一
族
が
、

安
徳
天
皇
を
警
護
し
て
こ
の
地
に
潜

幸
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、
そ
の
一
行
に
従

っ
て
き
た
常
陸
国
筑
波

ひ
た
ち
の
く
に
つ
く
ば

城
主
佐
藤
清

岩
が
、
遠
州
（
今
の
静
岡
県
西
部
）

秋
葉
山
か
ら
秋
葉
神
社
を
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
て

こ
の
地
（
岩
屋
）
に
祭
祀
し
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。



3 ） 広報によど川 3 月号

ご
祭
神
は
そ
の
後
、
法
泉
寺
、
市

川
家
で
祭
ら
れ
、
寛
政
六
（
一
七
九

四
）
年
、
郷
民
の
要
望
で
氏
神
と
し

て
現
在
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
約
束
で
、
年
に
一
度

縁ゆ
か
りの

地
に
御
神
幸
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
秋
葉
ま
つ
り
で
す
。

秋
葉
神
社
の
ご
祭
神
は
、
火
を
司

る
火
産
霊
命

ほ
ぶ
す
び
の
み
こ
と

（
火
之
迦
具
土
大
神

ほ
の
か
ぐ
つ
ち
の
お
お
か
み

）

で
、
火
防

ひ
ぶ
せ

や
災
難
よ
け
の
ご
信
仰
が

あ
り
ま
す
。

ま
つ
り
は
三
日
間

秋
葉
ま
つ
り
は
二
月
九
日
か
ら
三

日
間
に
わ
た
り
ま
す
。
初
日
、
秋
葉

神
社
で
ご
神
体
は
み
こ
し
に
移
さ
れ
、

岩
屋
神
社
へ
移
動
し
一
泊
し
ま
す
。

二
日
目
は
市
川
家
で
一
泊
。
三
日
目

の
朝
、
岩
屋
神
社
を
出
発
し
た
み
こ

し
は
、
市
川
家
へ
ご
神
体
を
迎
え
に

行
き
、
一
日
が
か
り
で
秋
葉
神
社
へ

還
御
さ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
が
、
ま

つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
練
り
」

で
す
。

練
り練

り
の
行
列
は
、
先
払
い
の
鼻
高

を
先
頭
に
、
み
こ
し
を
中
心
と
す
る

神
幸
行
列
、
そ
れ
に
従
う
本
村
、
霧

ノ
窪
、
沢
渡
の
三
つ
の
奉
納
組
が
続

き
、
総
勢
二
百
人
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

練練練練
りりりり
のののの
役役役役
者者者者
たたたた
ちちちち

悪　魔
各組の行列の前後に立ち、人払いをすることも。また
風向き、鳥毛役の力量などを考慮し、鳥毛を受ける側
の位置を決めるという重要な役割もしている

太鼓かき
大太鼓を打ち鳴らしながら行列に従う

鳥毛役
まつりの花形。火事装束で長さ約6.5mの鳥毛を投げ合う。
大役を終えほっと一息…の２人

鼻　高
まつりの総指揮役

油売り
まつりの人気者。「商人」「あきんど」とも呼ばれ、ひょうき
んなしぐさで観客を楽しませる



岩屋神社

市川家

大石家前

広報によど川 3 月号 （ 4

笛
や
太
鼓
の
お
囃
子
を
山
々
に
響

か
せ
な
が
ら
、
法
泉
寺
、
中
越
家
な

ど
縁
の
地
で
は
、
ま
つ
り
の
花
形
、

鳥
毛
や
子
ど
も
た
ち
の
太
刀
踊
り
な

ど
を
奉
納
し
、
約
三
n

の
山
道
を
秋

葉
神
社
へ
ゆ
っ
く
り
練
り
進
ん
で
い

き
ま
す
。

縁
の
地

岩
屋
神
社

ま
つ
り
（
練
り
）
の
出
発
点
。
神

社
に
あ
る
岩
穴
に
遠
州
か
ら
最
初
に

祭
神
が
祭
ら
れ
ま
し
た
。

市
川
家

市
川
家
が
代
々
番
所
役
を
務
め
た

別
枝
口
番
所
は
、
土
佐
と
伊
予
と
を

結
ぶ
要
所
で
、
土
佐
三
大
番
所
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
だ
れ
桜
で
も
有
名
で
す
。

法
泉
寺

元
は
佐
川
の
青
源
寺
の
末
寺
で
、

瑞
王
山
法
泉
寺
が
四
百
年
以
上
前
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
維
新

の
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な
り
、
そ
こ

に
一
時
別
枝
郷
の
役
場
が
置
か
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

中
越
家

中
越
家
は
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）

年
、
別
枝
村
の
庄
屋
と
な
り
、
明
治

三
年
に
庄
屋
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま

で
、
代
々
庄
屋
職
を
務
め
て
き
ま
し

た
。

岩屋神社から秋葉神社までの道のり岩屋神社から秋葉神社までの道のり

秋葉神社

中越家前

法泉寺

t

t

q

s

s



5 ） 広報によど川 3 月号

本本
番番
まま
でで
……

秋
葉
ま
つ
り
の
よ
う
な
大
き
な
祭
礼
行
事
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
が
必
要
で
す
。
本
番
ま
で
の
様
子
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

「ならし」

年
が
明
け
る
と
、
普

段
は
高
齢
者
の
多
い
静

か
な
山
里
に
祭
り
囃
子

が
響
き
、
踊
り
子
の
お

囃
子
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

「
な
ら
し
」
は
太
刀
踊
り

や
鳥
毛
の
練
習
の
こ
と

で
「
熟
れ
（
熟
練
）
」

「
慣
れ
」
か
ら
き
た
言
葉

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「切り飾り（はりもの）」
まつり本番前の日曜日に、太鼓

やかねなどの鳴り物、鳥毛、踊り
棒などの飾り付けをする作業が
「切り飾り」で、組の人総出で行い
ます。霧ノ窪組では「はりもの」
といいます。近年は、町外からボ
ランティアで参加してくださる方
も多く、各組とも人手不足の折か
ら大変喜ばれています。

「ご神体は秋葉神社

から岩屋神社へ」
２月９日、秋葉神社で神主の手によって

ご神体はみこしに移され、練りが通る道を
たどり岩屋神社に着きます。

「出たて」

十
一
日
、
ま
つ
り
の
朝
は
早
く
、
各
組
と
も
六
時

ご
ろ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
集
会
所
に
集
合
し
ま

す
。
衣
装
を
着
け
、
化
粧
を
す
る
こ
ろ
、
辺
り
が
明

る
く
な
っ
て
い
ま
す
。
眠
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
も
、

ま
つ
り
支
度
が
整
う
と
表
情
が
引
き
締
ま
っ
て
き
ま

す
。八

時
ご
ろ
、
出
発
に
先
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元

で
、
鳥
毛
ひ
ね
り
や
太
刀
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
「
出
た
て
」
と
い
い
ま
す
。

霧
ノ
窪
組

沢
渡
組

秋
葉
神
社
を
出
発

山
道
を
通
っ
て
岩
屋
神
社
へ

沢
渡
組
の
出
た
て


